
カノコユリの花咲く頃

校長 河野通芳

今回は１年生で
す。女子一人です
が毎日他の学級と
同じように過ごし
ています。２年生
と合同で行う授業
や活動もありま
す。担任は理科の
寺地・副担任は英
語の春畑です。一
人でも他の学年に
負けないパワーで
がんばってくれそ
うです。
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一事徹底事項：１学期の反省と夏休みの計画立案

○ 正しい言葉遣いを心がけよう。

○ 最低｢(学年数+１)÷２｣時間は家庭学習をしよう。

７月の生活努力目標

※現時点での予定です。

○ ２日(月)：出校日

○ ４日(水)：生徒会連絡会交流会(真司君 麻琴さん),
○２０日(月)：出校日，夜回り

※ 図書室は，月曜日～金曜日に開放しています。本を借

りたり課題を学習したりすることができます。

クラス紹介

来年 には，鹿島小・中合同で小中一１月２０日(木)
貫教育に関する します。小中学生がい発表会を開催
っしょに授業をしたり，中学校の先生が小学校の先
生と一緒に授業をしたりします。地域の方がたくさ

。んお越しくださることを心よりお待ちしております

写真で振り返る 鹿島中学校

今年度も，ウミネコ留学生を募集

します。募集は７月１日から受付を

開始しています。みなさんの身の回

りの方に積極的に声をかけていただ

きたいと思います。

希望される方がいらっしゃいまし

たら，中学校か教育課へ連絡をお願

いいたします。詳しいことは，本校

のホームページからご確認いただけ

ます。また，今年度の申込用紙もダ

ウンロードできるようになって

おりますので，ご覧ください。

職場体験学習

で，養殖や刺し

網等について体

験を通して学び

ました。

地域の方の分

かりやすい説明

を受け，これか

らの課題が明確

になりました。

ありがとうござ

いました。

５月に収穫し

た天草を使って

心太を作りまし

た。地域の方や

保護者の指導を

もらいなが作り

ました。

できあがった心太は保護者の方にも振る

舞いました。今年は，牛乳等を加えたゼリ

ー作りにも挑戦しました。鹿島の大事な宝

について考えるきっかけになりました。

授業参観・学級ＰＴＡの様子です。音楽

の授業では，参加した保護者の方もコーラ

スに加わっていました。英語では，親子紹

介が行われました。ＰＴＡでは携帯電話に

ついてのDVD視聴の後，学期の反省と夏休

みの過ごし方について話が行われました。

荒天のため，遠泳大会はプールで行われました。泳ぎが得意

な生徒は約1km泳ぎきりました。海での実施とは違うよさもた

くさんありました。

留学生 大募集

鳥の巣展望台に久しぶりに行ってみました。まだ，

満開とはいきませんが，斜面のいたるところに，カノ

コユリが，淡いピンクの花を咲かせています 「甑の。

夏もそこまで来ているのだなあ」と実感しました。

夏の風物詩と言えるカノコユリですが，伝統ある鹿

島と同様に，過去にいろいろな歴史を秘めている花で

す。江戸時代，その美しさにあのシーボルトが本国に

持ち帰り，ヨーロッパで花を咲かせました。つまり，

日本のユリの美しさを最初に欧米人に紹介した記念す

べきユリがカノコユリだったのです。

また，ユリ根を食べることで度重なる飢饉から島民

を救ったり，高級料理の食材として欧米に大量に輸出

されりした時期もありました。ユリの王様と言われる

「カサブランカ」も，元はと言えばカノコユリなど日

本のユリを主体に改良されたことで知られています。

， ， ，しかし そんな過去をもっていても カノコユリには

道ばたや海沿いにひっそりと咲くのが似合っている気が

します。本当は，カノコユリも野生のものが，最初から

こんなに美しかったわけではなく，甑島の人々の手が少

しずつ何百年とかけられてきたことで、清楚に可憐な花

を咲かせるようになったのだと思います。

鹿島の人の心に生き続けるカノコユリ，それは今い

る子どもたちにも，甑の夏の思い出として，いつまで

も咲き続けることでしょう。ウミネコ，恐竜，カノコ

。 ， 。ユリ・・ 鹿島には 誇れる自然がいっぱいあります

その中で，子どもを育てていけることに

感謝し，一人でも多くの方に，このすば

らしさを発信できるよう，がんばってい

きたいと思います。
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